

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































実験 1（Pt　1000） II（Fl） m（w）
A群
B
C
D
0．3
　10．8
（3．43）
　4．7
（2．58）
　2．3
（1．58）
0．3
　14．0
（5．0）
　8．4
（5．87）
　6．3
（5．28）
0．3
　10．6
（4．84）
　10．0
（6．31）
　5．6
（3．29）
数字は各群の平均呈示数．（）内はそのS．D．
Pt　1000＝純音1000H乙F1＝閃光，　Vv＝音声言語刺激．
速く，特に全体に速く慣れる傾向を示した純音
刺激で群間の差が大きい。分散分析の結果（Pt
：F＝14．650Pく0．01，　Fl：F＝3．966　P＜0．05，
Vv：F＝3．518　P＜0．05）でもその傾向は確認で
きた（特に差がみられた純音刺激の場合，ライ
ヤン法による下位検定の結果は，B－D：t＝
5．518P＜0．0125，　B－C：t＝3．949　P＜0．025
であった）。つぎに，三種類の刺激のちがいがそ
れぞれの群においていかなる効果をもったかと
いう点をみよう。まずA群にとっては，この刺
激のちがいはまったく意味をもたず，いずれも
ほとんど定位反射を換起することができなかっ
た。またB群では相対的に光刺激に対する定位
反射が強く出現する傾向をうかがわせるが，あ
まり大きなちがいとは言えない（統計的にも有
意差なし）。他方C，D群の場合は刺激によって
慣れの速さが明らかに異なり特にC群での音声
言語刺激に対する強い定位反射の出現とD群に
おける純音刺激に対する急速な慣れは特徴的で
ある（これらの傾向は，C：F＝4．75　P＜0．05，
D：F＝5．76P＜0．05を示し，統計的にも支
持される）。〔脱抑制および条件定位反射〕実験
IVにおける第1の刺激変化と第2の刺激変化に
よる反射の脱抑制⑨＊，ならびに実験Vにおける条
件定位反射の形成がみられた人数と各群に占め
る割合を表2に示した。これによると，実験1
で最も持続的に反応を示していたB群ではその
＊表中の0．3という数値は3人中1人がわずか1回小さな反応を示したことを意味する。
亭傘第2の変化（1000Hz音の再呈示）による脱抑制は，その直前の刺激（第2番目の500Hz音）に対する反応よ
　り大きい場合におきたとみなした。
42 金沢大学教育学部紀要
表2　脱抑制と条件定位反射形成がみられた人数
実験 第1変化 第2変化
V
A群
B
C
D
0
　2（40．0）
　7（77．8）
　5（62．5）
0
0
　4（44．4）
　4（50．0）
0
0
　4（44、4）
　4（50、0）
（）内は百分比．
刺激の周波数の変化に対する反応の回復は5人
中わずかに2人にしかみられず，第2の変化
（1000Hzの再呈示）による反射の脱抑制は全員
に出現しなかった。他方C群では第1の変化に
対しては8割近くに，第2の変化に対しても半
数近くが定位反射の脱抑制をおこし，正常成人
（D群）と類似した結果であった。
　また，条件定位反射が形成されたものは，B
群にはなく，C群とD群で約半数にのぼってい
る。注目すべきはC群のこの4人は実験IVにお
ける第1および第2の変化に対していずれも反
応の脱抑制を示した4人と同人物であり（この
点はD群も同様である），しかもC群において相
対的に知的レベルの高いもの（IQで言えぽ，
平均以上のもの）である，ということである。
なお，実験Vにおいて条件定位反射形成に失敗
したB群の反応の特徴は，条件刺激たる500Hz
音と強化刺激たる光刺激の連続をひとつの新し
い複合刺激的なものとして（あるいは光単独の
新しい刺激として）反応する傾向がみられたこ
とであり，このことは強化刺激を欠落させると
ただちに反応が現われなくなることによって容
易にわかる。
　2．発達的視点からの考察
　以上の本実験の結果を，前章で論議した問題
点との関連で検討してみよう。
　（1）定位反射の換起　　　この問題で特徴的
に言えることは，非常に重症な知能障害（A群）
では，定位反射を換起させることが困難であっ
たという点である。この結果は，大脳皮質と同
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様に皮質下機能におけるかなりの障害を予想さ
せる。このことは，最近報告されてきている重
症心身障害の脳病理所見が実際に皮質だけでな
く皮質下にもかなりの病変が及んでいることを
示しており（たとえば，室伏，1975：室伏ら，
1971，1972：森松ら，1973など），可能な推論
である。
　（2）定位反射の選択的消去
　慣れの速さだけではモデル形成系の機能を正
しく評価できないということはすでに指摘した
が，脱抑制実験の結果と照合することによって
その弱点を克服できることが本実験でも明らか
になった。つまり，B群では相対的にC群より
は遅いけれども，3回連続無反応という基準で
はC群同様慣れが成立していることになり，そ
の速さが類似している被験者たちも両群にいる
のである。しかし，B群では刺激変化による脱
抑制は少数のものにしかみられず，しかも脱抑
制のみられなかったものは，3回連続無反応の
後も刺激を呈示してゆくと40回の反復呈示で
もなお反応が出現してくることさえ観察された
のである（図9）。他方C群では，ほとんどの者
に第1の刺激変化による定位反射の脱抑制がお
こり（図10），反応の減衰も漸減的である（図
11）。また20回の反復呈示によってもなお慣れ
が成立しなかったのは，光と音声言語両刺激に
対して1人，音声言語刺激に対して1人みられ
ただけである。このような，B，　C両群の特徴
を比較してみることによって，B群におけるモ
デル形成系たる皮質活動の機能の相対的低下が
うかがわれる。さらに，よりデリケートな刺激
とモデルの照合機能を必要とする実験IVの第2
の刺激変化に対する脱抑制は，B群においては
ひとりもみられず，C群では比較的知的レベル
の高い者に主にあらわれ，さらにそれらの被験
者のみが条件定位反射の形成に成功した（図
12）という事実は，モデル形成系機能をより詳
細に検討する上で，この脱抑制実験によって定
位反射の選択性を追求することが有力な方法で
あ’ることを示している。
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　　図9．光刺激に対するB群の反射記録例
　　　　記録は上から順に，瞬目反射，指尖部容積脈波，呼吸運動曲線，SRR，刺激マーク（数
　　　　字は呈示回数）。反射は長く消去されず，その後40回まで続く。
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　　　図10．C群においてみられた脱抑制
　　　　　記録はA～Eとも順に呼吸運動曲線，瞬目反射，SRR，刺激マーク（数字は純音の周波
　　　　　数を示す）。第1の変化（B）に脱抑制がみられるが，第2の変化（D）に対しては明
　　　　　確にはみられない。
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図11．音刺激に対するC群の反射記録例
　　記録はそれぞれ上からダ瞬目反射，指尖部容積脈波，呼吸運動曲線，SRR，刺激マー
　　ク（数字は呈示回数）。漸減傾向がよくみられる。
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図12．C群においてみられた条件定位反射形成例
　記録はそれぞれ上から指尖部容積脈波，呼吸運動曲線，瞬目反射，SRR，刺激マーク。
　第1回目の強化では，強化刺激に対する反射のみ。第2回目で，すでに条件刺激（500
　Hz純音）に対する反射が生起している（特に，　SRRの2相性反射に注目したい）。強
　化しなくなっても条件刺激に対する反応は続く，と同時に，強化刺激の欠落に対する
　定位反射が後に生起している。
　（3）定位反射の発達的特質
　前章でも述べたように，定位反射の発現機序
を考えると，定位反射の生起と選択的消去の動
態を発達的視点から追求すれぽ，中枢神経系の
機能，特に皮質活動のレベルに関する診断的意
義をこの方法に付加することが可能になろう。
多少とも大胆な試みではあるが，本実験で得ら
れた知能障害における病態の資料をそのような
立場からまとめてみると，表3に示したような
段階を区分できるであろう。
　これらの区分を，本実験の被験者をもとにそ
の年齢を推定するとすれば，1，iI，　IIIの順に
それぞれ，1歳未満，4歳前後，6～8歳とな
り，IV段階は成人の資料をもとにしたが，20歳
よりもっと低い年齢で達することが考えられ
る。これはもちろん，主に知能障害を対象とし
た実験に基づくまったくの仮説にすぎない。今
後組織的な発達的研究によって確認する必要が
あり，また，それによってこの段階区分がより
細分化される可能性も十分にある。
　（4）行動観察による定位反射の運動成分
　これまでの研究でほとんど無視されてきてい
た定位反射の運動成分についての資料を提出す
るためにも，また上述の定位反射の発達区分を
より内容的に高めるためにも，ここで行動観察
の結果を若干検討しておこう。全体的に言える
ことは，B，　C群ではより多くの運動成分が観
察されたのに対して，A，　D群ではそれが出現
することがほとんどまれであった。またB群に
みられる運動成分は生理的指標よりも，より長
く出現がくりかえされる傾向があり，脳に障害
をもつことがかなり推定されるこれらの者の運
動成分の詳細な検討が今後の課題である。さら
に，運動成分における質的なちがいもみられた。
B群では，瞬目反射，眼や頭の刺激源への回転，
動作の静止，全身の一時的緊張など，身体全般
にわたる比較的強い反応が出現し，なかには，
よく脳性マヒにみられるいわゆる「びっくり反
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表a　定位反射の発達区分
段階 定位反射の特徴 推測される脳の機能
1　定位反射を換起することがかなり困難で，おきて
　　もすぐに消失する。
II　定位反射はよく出現するが，消去がおそく（時に
　　は単純感覚刺激の数十回の呈示によっても消去し
　　ない），刺激のモダリティーや信号的意味のちがい
　　に対応する反射上の差もみられない。また，刺激
　　変化による反射の脱抑制もあまり十分にはおこら
　　ない。消去過程における選択性の欠如が特徴的で
　　ある。
III　定位反射は比較的速く消去し，作用する刺激の質
　　に対応してその過程も異なる。また，定位反射の
　　脱抑制もよくおこるが，よりデリケートな情報測
　　定的機能はまだ有しておらず、条件定位反射形成
　　も十分とは言えない。
IV　定位反射の消去はより急速におこり，刺激の質や
　　変化に対する十分な選択性をもち，より高次な条
　　件結合が可能である。
皮質はもちろん，皮質下における
未発達な（あるいは重篤な障害を
うけている）状態。
刺激の神経モデル形成系たる皮質
機能の未発達（あるいは重い障害）。
皮質一皮質下結合のダイナミクス
はかなりの機能的レベルに達して
いるが，より高次な皮質活動の面
での未発達（障害）がうかがわれ
る。
モデル形成系たる大脳皮質のより
発達したレベルを示す。
射」（島村，1975）的なものもふくまれているよ
うであり，これら異常反射との関係が問題とし
て残された。それに対して，C群では，瞬目，
眼や頭の回転動作の静止などが主なものであ
る。運動成分におけるこのような特徴と関連し
て興味ある結果は，生理的指標のひとつとして
記録した呼吸運動曲線が，運動成分と類似した
傾向を示したということである。つまり，B群
においてもっともよく反応が出現し，D群では
ほとんど明確な反応はみられない。運動成分と，
一応は自律神経系支配をうけているはずの呼吸
運動は，発達とともに本実験のごとき刺激事態
では，抑制されてしまうのではないかと考えら
れる。
第3章　定位反射の臨床的応用の試み
　障害児，特に重度・重複障害の療育的観点か
ら，われわれはこれまでみてきたような定位反
射の特性を利用して，臨床的に応用することを
試みてきた。
　そのひとつは，特に重症の脳性マヒを中心と
した重度・重複障害の場合，重い運動機能の障
害によって有効な意志の伝達手段がなく，その
ため知的機能を不当に低く評価されてきた（前
章での実験におけるB群のごとき“ねたきりの
重障児”はその代表的例である）ことを考え，
アウトプットを問題にしなくてよいこの定位反
射の発現と消去の過程を分析して，中枢神経系
機能の発達と障害という視点から，より妥当な
発達レベルの診断に応用することである。この
点については，すでに前章でもふれてあるので
省略する。
　また，適切な言語的応答を成立要件としてい
る各種の検査，特に関係あるものでは聴力や視
野検査などは，言語的反応のできない，あるい
は不安定な乳幼児や知能障害児の場合にはほと
んど実施できない。もちろんそのためにいくつ
かの他覚的検査が開発されてはいるが，装置や
手続き等の問題があり，そう容易にできるもの
ではない。そこで定位反射を利用したそれらの
検査法を考えるというのが第2の試みである。
障害が重いほど視覚系や聴覚系をふくめ重複し
た欠陥をもちやすいことは明らかでありなが
ら，実際問題としては，それら重度・重複障害
の場合には，知能と運動機能の障害にばかり目
がむけられている傾向があり，他の諸機能につ
いての検査や診断が試みられている例は少な
い。そしてこのことは，教育や指導の方策を考
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える上で大きな困難な条件を生み出している。
このような背景もあって，われわれは特に外界
からの情報を受容する上で最も重要な聴覚と視
覚に関する検査資料を得るため，まず定位反射
を利用して「重症心身障害」に聴力検査を試み
て，方法的な一定の見通しを得た（阿部・片桐，
1972：阿部ら，1973，1974）。また，いくつかの
発達段階における定位反射的眼球運動の出現特
性を考えた条件を導入して，知能障害の視野検
査を試み，通常の方法では測定困難な者につい
ても実施しうることなどの有効性を明らかにし
た（片桐ら，1972：片桐・松野，1973：松野・
片桐，1973）。これらの試みは，今後，より体系
的，組織的に方法論が検討されなけれぽならな
いが，定位反射を利用したこれらの方法は，ま
ずいろいろな発達段階での反射特性に応じた手
続きをとりうること，比較的簡便に実施できる
こと，そしてさらに，それによって得られた資
料が，その方法論的特殊性から，密接に療育的
教育的関連をもっているという利点をあげるこ
とができる。ここで詳細について紹介する余裕
がないので，以上概略だけを述べた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引　　用　　文　　献＊
阿部幸泰，片桐和雄。いわゆる「重障児」の知的活動の基礎について（D聴力検査の試みとその方法論的検討，第27回国立病院・療養所総
　　合医学会講演抄録集，1972．
阿部幸泰，片桐和雄，植村英晴．いわゆる「重障児」の知的活動の基礎について（2）純音及び方会音による聴力検査の試み，第28回国立病
　　院・療養所総合医学会講演抄録集，1973．
阿部幸泰，片桐和雄，植村英晴．いわゆる「重障児」の知的活動の基礎について㈹聴覚刺激に対する反応に対する反応の発達的変化．第
　　29回国立病院・療養所総合医学会講演抄録集，1974．
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